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CIPCによるイグサ回の雑草防除試験
笠原安夫・平田 勝*
緒 言
本県南部のイグサ回の除草は普通3回， 3月下旬-4月上旬， 4月中下旬， 5月上旬仁行い，
ときに4回行うこともある.
所要労力は普通反当7-10人，ときに10数人も要する. しかもまだ寒いときlこ水田仁入って遭
って手取しなければならない嫌な仕事である.職前には(字垣1935，字垣，長江1950)この雑草防
除のため反当35買程度の米糠または50-60買の大豆粕をイグサ植付け後5-6日以内に撒布す
る方法が一部では行われていた. これらは， ちょうど雑草の発芽期の2月上旬仁醗酵して各種の有
機酸を生ずるため殺草するからである. しかし職後はこれらがもつばら飼料に向けられ雑草防除仁使
用できなくなった.岡山農試イグサ種苗場(岡山県立農業試験場， 1955)では1954年より CIPC
の除草試験をはじめよい結果をえたという. 例えば3月上旬-4月中旬仁田水を落して CIPC
2∞借液の反当6斗(反当 CIPC550g)を撒布したとき，除草効巣は3月15日処理区が最
もよく， 3月1日処理区がこれにつき， 4月1日処理区はやや劣り， 4月15日処理区は著しく劣
った.一方，牧量は3月1日及3月15日処理区が最もよく，つづいて4月1日処理区であり，
雑草の多い無処理区はそれよりかなり少し，"'¥， なお4月15日処理は生育が抑制されたため無処理区
よりもなお不良であった. 対照とした米糠区は予想外に初期の成育が抑制され4月下旬仁一度除
草したが成績は不良であった.また使用濃度試験の結果200-240倍 (550-450g)がよく，それ
を反当110立液とし3月上中旬に全面撤布が好適であることを認めた. 当地の一部の農家はこの
方法を 1955年の春仁は取り入れて，全体としてはCIPCをかなりの面積に使用した.著者らはこの
事実仁関心をよせてそれらの使用田を観察したところ， CIPCの2∞-250俗液を反当6斗 (110
立〉の割合にむらなく均一仁撒布した圃場は一般に好成槙と認められたが，中には撒布のむらのため
薬液が多量にかかった箇所はイグサの生育抑制が甚しく株絶も生じており， また回の周囲のイグサが
一般仁生育不良なのは，折返しのとき二重撒布仁よる薬害と認められた.その他は霜柱のため浮上
った株，回面が乾燥しすぎた回も薬害が多かった. それで本剤の過量使用は大客をきたすので適量
な基準量を定め，それを正確仁守らねばならぬと痛感させられた.
著者らは除草剤としての CIPC試験を水回裏作の各種の作物圃で実施中〈笠原1951-6)
なので， イグサ図でもその CIPCの使用基準量を知るためlこ試験を行った. しかし， イグサ栽培圃
の設置が他の作物作付の関係上困難のため， やむをえず当所ではポットとコンクリー 卜権試験のみ
を行い，本因試験は都窪郡庄村〈港島剛氏栽場周〉倉敷市豊洲(加)1債山氏のイグサ経済栽
培競作地圃場)， ならびに総祉市業〈原瀬桂一氏栽培回〉その他倉敷市幅島， 岡市豊洲五日
市の圃場で農家各位の御協力のもとに実施した. なお仁熊清志技師〈前倉敷農業改良普及所駐
在)， 原酒宜良氏〈岡山県農試倉敷分場勤務〉の両氏仁は本試験調査仁あたり，種々御緩助
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助力を与えられた.また供試 CIPCは ACP祉の‘Weedonechloro IPCでその有効成分は
45.8 %の製品であり，石原産業株式会社より提供された.この報告の反当量はすべて製品量で表
示した.本文を草するに当って前記各位に厚く御礼申上げたい.
イグサ田の主な雑草とその発生状況
当地方のイグサ田の主な雑草はマツパイ， スズメノテツポウ， ミヅハコベ， ミゾハコベ，カズノコグ
サ，イボタサ，アブノメ，タイヌピ工らで，局部的には近時オオ71ノメが多発しだした.スズメノテツ
ポウは，稲刈取前に発生をはじめ， イグサ植付けのため整地のときに埋設死を菟れたものとその後発
生したものが3-4月に愈に大きくなる カズノコグサもまた3-4月から念に生長して大形となる.
ミヅハコベ， ミゾハコベらの小形水草は2"""'3月頃には既に発芽を終え4-5月頃から盛に繁茂す
る.オオアブノメもこの頃に大きくなって闇場によっては雑草の大部分を占めている. マツパイはイグ
サの後作の水稲田でも多発するが冬期l土地上部が枯死し，生きた地下の根茎より 3月中旬から萌
芽発生し回面一様に密生する. この雑草はイグサ刈取期に一時的に地上部が枯れ， 稲田でまた再
発生し肥料分を多く吸』除するやっかいな雑草である.タイヌピ工，イボタサらは4月下旬-5月上旬
から発生し，ともに長く伸び，刈取期にはイグサと同じ位の草突になって刈取及調整作業を著しく
妨げる. なお前述の冬期一年生雑草であるスズメノテツポウ，カズノコグサらは刈取以前に自然に枯
れる.
イグサ植付前の CIPC土壇処理
先づイグサ植付前処理として1954年12月23日に1/2万反ポットに反当 CIPC400 ，600， 800g 
を水 180立の割合に加え乳剤として撒布しておいて， 翌年1月22日に落水して岡山3号種の草
丈約25cm，茎数7-8本苗を1ポット仁3株宛植えて，雑草防除およびイグサの生育を見んと
したが，イグサの活着生育が無撒布に比べて著しく不良であったのでこの方法は失敗と考えて試験を
中止した.
イグサ生育中の CIPC全面撤布試験
1.コシクリー ト桓試験成績 (1954-5)
試験方法一一縦3.6尺， 横 3尺，深さ2.5尺，面積1/1000反のコンクリー ト権に1.5尺の
高さに沖積壌土を入れ， 2区制として12月15日に岡山 3号品種， 草丈約2Ocm，1株茎数7
-8本の苗を6.6寸間隔に植付け(1桓30株)， 3月29日lこ落水して CIPC反当300，
500， 700gを水110立の割合仁加え捜枠して作った乳剤を小型噴霧器でイグサの葉面から土壊
表面に均一仁かかるよう仁撒布し， 3日聞はそのままにしてから潜水した. その後， 時々雑草防除
の扶況を観察した.7月19日にイグサを刈取り，生イ(生のイグサ〉の重量を秤量した.なお，肥
料は12月15日に反当硫安8貰，過石5貰，堆肥200貫， 5月9日に硫安10貫，硫加7貫，
5月23日に硫安25貰，硫力日6買を施肥した.
試験成槙一一薬剤撒布当時に発生していたスズメノテツポウ， カズノコグサ， ミヅハコベ， ミゾハ
コベらの幼雑草は撒布後， 数日の内に褐変し生育停止の扶態となり，その後順失に枯死し，マツ
パイはまだ少数の幼植物が発生してやる仁すぎなかったが， 無撒布区がその後多発したの仁比べて，
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CIPC区はその分量の多いもの程発生が少しすなわち土壌処理剤として効果が大きし1ことが認めら
れた(第1図参照). そして5月下旬までは CIPCli各区とも防除効果が大きかった. しかし，
その後300，500g区はミヅハコベ， タイヌピ工， イボクサ， マツパイなどの発生を見たが CIPC区
はいづれも無機布仁比べて発生量は少なかった. 一方， イグサの生育は第1表のようiこ300gは無
第 1表 CIPCによるイグサ生育中の雑草防除試験〈ヨンクリー ト抵 1955)
株 卒 均 12株のイグサ
-・. 5月中旬 6月中旬a監理方法事障害草丈茎数 耳E丈 茎 数 主 :$: 最 の雑草の毅掌
3月24日 • イ タズイ長イ タズイ長1∞分比イ
3∞z ー 曲"率 126制.0n 44.9 21.2 111.0本 26.8本 116.2軍 9.05属 146.r匂 少 中
5∞ + 43.6 21.2 126.6 93.3 23.6 99.3 8.50 124.9 少 中
7∞ +十 43.7 27.5 117.1 91.0 16.1 88.1 4.10 110.8 極少 Iy 
無撤布 45.8 22.8 119.8 89.7 14.9 79.5 4.30 100.0 多 多
備考 1/1側反のコンクリー ト抵 2区制. 1区30株植. 3月29旬 CIPC撒布.
1株平均I中央12株のみ測定，長イ，暦イII7月19日仁刈ってから12株について測定した.
発生雑草はスズメノテツポヲ，カズノコグサ， ミゾハコベ， ミヅハコベ，マツバイ，アプノメ，タイヌピ工.
害， 500gは撒布当時若干生育の低下を示したが後仁回復した.7∞gはかなり薬害が見られ， 30 
株中仁平均2株が株結Lた. 各撒布区の生イの重量は無撒布区仁比べて， いづれも雑草が著しく
少いので11-46%多くなっている.
2.庄村の沖積嬢土の圃場試験成績
a. 1954-5年の試験成識
試験方法一一1954年12月31日に品種岡山3号の首を5.2寸間隔に植付け， 3月31日lこ
回71<.を落して CIPC反当300，500gを水110立仁溶かした乳剤を無庄の 2，4-D撒布器で撒布
し， 3日間そのまま仁して後仁潜水した. 1区60坪， 2区制，ただし牧量(乾峰製品〉は7月23
日に坪刈り後，土で染色した乾イを秤量した.なお，イグサの生育調夜として3月20日， 4月20
日， 5月20日および刈取期に各区10株宛の草丈， 茎数を測定した. 施肥は植付前の12月7
日に石次窒素反当10.8貰， 12月30日に硫安2貫と追肥5月16日lこ硫安5貫， 塩加5貫，
5月23日に尿素20貫，塩加4.5買を施用した.
試験成績一一CIPC撒布2ヶ月後の5月30日の観察では CIPC500 g区は雑草が最少でマ
ツバイ，スズメノテツポウなどはよく防除された.つういて300g区が手取除草区よりも少し無撒布
区は最も多かった〈第2困参照). その後いうれの区も雑草の再発生が見られたが， しかし，刈取
後の雑草発生状況を見れば， CIPC 500g区は手取除草区よりも著しく雑草が少いことが認められ
た一方，イグサは第2表のように CIPC300 g区は薬害はなかったが5月20日の調査では500g
区が無撒布区仁比べて茎数が10%位少いのは若干の薬害ではなかろうか. 茎の太さは無除草区が
雑草の多やためか軟弱で細やが雑草の少し;'1CIPC区， 手取除箪区らはそれより太七 両者間仁は
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大差がなく，牧量は300g区が手取除草区よりは少しよく， 500g区仕手取除草区より少し劣り，
無除草区よりはわづかによかった.
第 2表 CIPCによるイグサ生背中の撒布とイグサの生育及び収量く1955)
3月20日 4月20日 5月20日 7月13日 茎の 1坪当牧;1:虜遡方法
茎歓 太さ 長イ 六尺イ長1∞分比イ.丈 茎数 草丈蓬故事丈 茎歓 草丈
CIPC3∞g36.C4国 20.車0 54.?55 1ω?i115 138e.n0 E 11本9 l.6nu7n2813s 1237 a 
叫
108.6 
グ 500 33.3 17.5 51.5 53 106.1 1∞ 139.4 120 1.96 2287 1125 88.3 
手取除草 33.3 18.5 60.6 52 103.0 112 136.0 111 1.94 2587 1275 1∞ 
無除草 36.4 22.4 54.5 52 103.0 118 133.0 95 1.19 2240 1237 86.5 
備考 1区60坪2区制.CIPCは3月31日仁撒布した.草丈，茎数は10株平均，収量は7月13日揮
刈後に乾イを秤量した. 発生雑草liマツバイ， スズメノテツポク， ミゾハコベ.カズノコグサ，タイヌピ
エ，アブノメ.
b. 1955-6年の試験成績
試験方法一一昨年仁同じく港島氏の栽培回仁おいて1955年 12月18日に品種岡山 3号の首
を6寸間隔仁植付け， 3月15日仁昨年と同量の CIPCを同U方法で処理し， 7月17日刈取り，
8月5日乾イを秤量した. 施肥は元肥12月2日反当石衣室素12貫， 12月18日硫安8貫，
追肥5月20日過石 10貫，塩加5貰， 5月25日尿素7貫， 6月10日尿素8貫，塩加 10買
を施肥した.
試験成績一一処理後の雑草発生は500く300g区=手取区く無除草区であり，大体昨年と
同成績と見られた 一方， イグサの生育は 300cc区は無害， 500cc区もほとんど薬害は見られな
かった. 長イの牧量は第3表のよう仁500g=手取>300g>無除草区，また6尺イと合わせた
第 3表 CIPC仁よるイグサ生育中の雑草防除試験 (1956)
イ ゲ サ .の 牧 量 イグサ 雑草夢寄生JI選方法
長百分比イ 百計分比
事長 省長イ 六尺イ It 5月中旬 6月中旬
CIPC 3∞E ?:l40~ 1710" 44sd U5.r E炉 中
I1 500 30∞ 750 3850 102.6 99.6 土 少 少
手取除草 2925 940 3865 100.0 100.。 少 中
無 主 除 2210 1050 3260 75.6 84.4 多 多
備考 1区30坪2区制. CIPC li3月15日撒布.収量li7月17日仁試験区3ケ所で坪刈後乾イを秤
量した.発生雑草はマツパイ，スズメノテツポヲ， ミゾハコベ，カズノコグサ，タイヌピエ，アブノメ.
牧量は300gン500g=手取除草区〉無除草区であった.このように昨年の試験は3月下旬の撤
。布であるが， 5∞g区が手取区より劣り， 本年は3月中旬の撒布であるが500gも薬害が少く，
牧量は手取除草と同牧であった.
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3.帯江の沖積壌土の圃場試験成績 (1955)
試験方法一一1955年1月12日に岡山3号苗を5.5寸間隔仁植付け， 4月1日に落水が不
十分のまま CIPCの製品 440，550， 730 gを水110立仁溶かした乳剤を撒布し， 7月20日に刈
取り生イを調べた. 肥料は1月9臼lこ堆肥100貫，硫安9貫，過石5貫，塩加5貫， 4月中
旬に堆肥1∞貫， 5月5日仁硫安4貫， 過石5貫， 5月19日硫安10貫，塩加10貫， 6月
1日仁硫安27貫を施用した.
試験成積一一CIPC最多量の730g区は防除効果が見られたが， 撒布時仁落7kが不十分のた
めにそれより少量の550，440 g区は殺草効果が低下した. 本閣は第4表のよう仁 CIPC区でもイ
第 4表 CIPCによるイグサ生育中の雑草防除試験(1955)
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備考 1 区 6埠 1 区制~.但し収量は 7 月 20 日 1j3~の 40株の長イを 2 ケ所宛刈取り秤量，イボクサ，
七島イはイグサ40株とともに刈取られた量で，その他の発生雑草liマツバ井，オオアブノメ， ミヅハコ
ベ，スズメノテツポワ，カズノコグサ.
ポクサが多発し，イグサとともに多量のイボクサが刈取られたので CIPCはイボクサ仁対しては防除効
果が低ひと認められる. 一方， イグサの減牧は薬害のためでなく除草区より雑草が著しく発生したた
めと考えられる.
4.害警の沖積砂壊土の圃場試験成積(1955-6)
試験方法一一1955年12月11日に岡山3号首を5.5寸間隔に植付け， 3月4日および4月
3日に落水吠態にし， 3月4日の撒布期には(1)完全落水区一撒布1週間前より落水してお
いて，僅か仁足跡がつく程度に乾かした.その土壌水分は36.6%(零水量の89.4%)と(2)飽
水区一前者と同様に落7.kし， 薬剤撒楠fT(こ7kを坪当4立の割合に如露で撒水し， 足跡、には溜
水があり， その土壊水分は40.9% (容水量の100%)の2区を設けた.1区2坪， 3区制とし
て CIPC反当300，450， 600 gを水110立に溶かした乳剤を撒布した.肥料は植付前に硫安反
当7貫，過石7貫，塩加7貫と5月3日に硫安3貫， 5月15日に硫安5貫， 5月25日に硫
安 15貫，塩加5貫， 6月3日に硫安15買を施用した.雑草の発生歌況の観察ととも仁3月4
日， 4月13日， 5月3日および刈取期の各期にイグサ 10株宛の草丈， 茎数を測定し， 7月14
日刈取り， 8月4日乾イをはかった.
試験成績ー3月4日および4月3日の CIPC300， 450， 600 g区とも 4月中旬まではマツバ
イ，キカジグサ， ミヅハコベ，スズメノテツポウ，アフノメともよく防除され，ほとんど雑草の発生は認
められなかったが4月下旬から念に雑草が再発生を始めた. 5月19日の生雑草量は第6表のよう
仁3月4日の完全落水区仁おけるCIPC300， 450， 600 gの全区と，同日の飽水区仁おける 450，
-5- く109)
第 5表 CIPC撒布当時のイグサの生育 (1956)
草 丈 茎 数 .
民主 理 方 法
3月4日 4月13日 5月6日 3月4日， 4月13日 5月6日
3 月 4 日 CIPC3∞g 明・1 cn、 t.nl 11 本 26 本
(完全際水区) 32.5 50.8 56.5 
1 450 32.5 50.4 54.5 14 27 .36 
1 6∞ 34.2 49.5 55.6 15 31 33 
3 月 4 日
(飽水区)CIPC 3∞ 33.1 49.8 54.1 12 24 - 36 . 
'1 450 33.9 50.9 56.0 13 29 42 
.'1 600 34.5 49.4 53.5 14 29 32 
4 月 3 日 00
(完全務水区)CIPC 3 33.6 50.8 57.0 14 32 38 
/1 450 32.6 51.2 58.1 14 30 39 
'1 600 35.3 50.9 57.6 14 34 38 
除 草 36.5 51.2 57.8 15 33 39 
無 除 草 32.9 50.2 55.6 13 25 37 
備考各処理とも3区制， 1区10糊調査る草丈li最長のものを測定した.その他l措 6表の備考参照.
第 6表 CIPC仁よるイグサ宝育中の雑草防除試験(1956)
練平均 一区当枚. 一平方尺当生穆掌
慮 理 て怠 法-
薬害 草丈 茎数 卒均 百分比 卒均 百分比
3 月 4 日 。ll¥ 事 4765 -4 1ω2 19.3・452 (完全青年水区)CIPC 3∞z 土 135 140 
'1 450 土 137 104 4090 91.3 18.7脅 42.7 
" 600 + 131 84 3546** 79.3 11.1*輔 25.3 
3 月 4 日 3(飽水区)CIPC 300 土 133 96 4538 101.3 32.2 73.5 
'1 450 土 140 111 3734*本 83.4 20.3* 46.3 
" 600 1+ 133 87 3468** 77.4 19.2* 43.8 
4 月 3 日 300(完全落水区)CIPC 土 123 120 4359 97.~ 39.-1 89.3 
" 450 土 130 102 3693** 82.5 26.2 82.3 
'1 600 土 134 114 3317*後 74.1 32.5 74.2 
除 草 141 121 4478 100.0 9.2** 21.0 
無 除 草 136 94 3939* 88.0 43.8 1∞.0 
備考 1区2揮3区制IJ. 3月4日完全落水区一土壕水分く容水量の89.4%)と飽水区一土嬢水分〈容
水量100%)の2区， 4月3日は完全落水区のみを設けて撒布した.雑草量tl:各区とも5月19臼に
一平方尺当手抜して，生草の秤量した，雑草種類liキカジグサ，アプメメ，マツパイ，ミノゴメ，グイヌ
ヒヱ， ミゾハコぺ，スズメノテツポワ，雑草量])L.S.D. (0.05) =21.3 g，同く0.01)=29.8g.
7月14日刈取り，収量は乾燥製品を8月4日秤量した，イグサ収量の L.S.D(0.05)=48.4 g ， 
同 (0.01)=65.9g.
600g区は無撒布区に比べて雑草発生が有意の低下で減少した. すなわち， それらははっきり防除
効果が見られたが， 4月3日の完全落水区は無撒布区の74-89%にとEまり，それは有意撃がな
かった.雑草は地区間仁おいて発生の変差が多いために分散比は処理および地区間とも有意差が見
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~れた〈第 7 表). 一方， イグサの牧量は処理聞の分散比は有意で地区間の分散比は有意差がな
かった(第8表). そして300g区は各期とも除草区と同牧であり， 減牧の心配はなかった. それ
よりd分量の多ヤ450g区は3月4日の完全落水区の撒布は減牧の傾向があっても有意差はないが，
同日の飽水区の450，g撒布は有意差をもって滅牧した. また600gは薬害のため特に4月3日撒
布区のものは4月中F句に一部株絶があったので除草区』こ比べて減牧し， 有意差があり，なお600
第 7表雑草量の分散分析
要 因 分散比側差卒方和 自由度 分程責量
?????????
4045.87 
1912.05 
3105.58 
9063.50 
????????? 404.59 
956.03 
155.28 
2.61* 
6.16林
表 8表イグサ収量の分散分析
要 因 分散量 分散比偏差卒方和 自由度
?????????
7∞6139 
321797 
1606408 
8934344 
?????
。 ， ?
?
700613.9 
160898.5 
80320.4 
8.72静養
2.00 
g区の雑草量が無除草区よりも少いにかかわらず，それよりも減収の傾向は初期からの薬害が後まで
マづき回復しないためである.すなわち，第5表のように CIPCの撒布当時のイグサの生育を見ると，
300， 450 g区は無機布区と差がないが， 600 g区のみは茎数が少くなっている.本圃は砂質壌土の
ため仁嬢土よりも薬害が大きし1のではなやかと考えられた. また前述にもあるよう仁落7.K後の岡商の乾
湿が雑草防除に彫響し，それは3月4日完全落水して稿乾いた区(容水量の89.4%)，ならびに
足跡に溜水があった飽水区〈容水量の 100%)の300g撒布は前者が無撒布より有意差をもって
雑草発生が減少したのに比べて後者の雑草発生の低下は有意差がなかった.なお， 450g以上の撒
布は両区とも雑草発生の低下は有意差が見られた. ところが完全落水区の450gは減牧はないが
飽水区は減牧した，その原因ははっきりしないが， 飽7.Kとするため CIPC撒布に先立ちて如露で潜
水するとき足につひた泥土がイグ.サの茎葉に附着し，それが CIPCを吸着し，イグサの基部の幼茎を
害したのではなやかと考えられる.特に飽水区の600gはこのためか薬害が他より大きかった，撒布期
としては前述のように3月上旬がよく 4月上旬は雑草防除効巣が著しく低下す:ることがわかった.
その他3ケ所でも CIPC試験を行った. それらは雑草発生とイグサの薬害の有無を観察したのみな
ので本文から省略したが3月中旬に450g撒布は好成績と認められた〈第3，4図参照).
総 括
一般仁2，4-Dがイネ糾でない植物に強く佑き夏季高温の時期に作用力が大きいのに反して，IPC，
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CIPC (笠原 1951，笠原，平岡，原，武田 1956)らは秋，多， 春の比較的気温の低い時期仁
作用カが大きし1特色ある除草剤である.
著者らはまづイグサの植付け前に土嬢処理して1ヶ月後仁植付けた場合，イネ科植物でないイグサ
も活着，生育が害され，試験は失敗したが， 3月頃〈平年の平均気温5.7-8.40C)イグサ生背中
の因7.Kを完全仁落水して CIPC反当300-450gを110立の水に加え揖枠し，乳剤として撒布し
た結果スズメノテツポウ， カズノコグサらのイネ科幼雑草のみでなく，イネ科でないマツパイ， ミヅハコ
ベ， ァフノメらもよく防除しえた. しかし， 落水が不十分のときは雑草防除効巣は低下した. この
場合 CIPCは幼雑草の茎葉からも作用してそれを殺すが， ちょうE発生開始朝のマツJHらには土
壌処理剤として伯き， その発生防止仁大きく効果が見られた. しかし， イボクサにはほとん左効果が
なかった.一方， 35cm程度に伸長しているイグサ仁はCIPCは附着してもほとんど作用をしないが発
生しつつある分けつ仁は作用するようである. しかし，その分量が反当 300gの場合はイグサに対する
薬害は見られず，一方， ~女量は手耳元除草区仁優るも劣らない成績を示し，はっきり CIPC のイグサ回
除草剤として有効なことが認められた〈第1，2， 3， 6表).反当450gの撒布は壊土では差支え
ないようだが，砂質壌土で完全排水の場合は撒布期日によってちがった結果が現れた. すなわち， 3 
月上旬撒布は雑草防除にはっきり効果があったが， 4月上旬の撒布は雑草発生の低下に有意差が
なしまた，イグサ牧量は3月上旬撒布区仁おいては減牧の傾向があっても有意差はないが， 4月上
旬撒布は除草区よりも有意差をもって減牧したく第6表).また，壌土で3月下旬の500g撒布
は300gよりも牧量が少かったが(第1，2， 3表)， 3月中旬の撤布は全牧量は同様仁5∞gが
30Dg区より少し1が， 長イの牧量はむしろ 300g区よりも 500gの方が多牧であった〈第3表).ま
わ砂壊土で600gの撒布は3月上旬， 4月上旬とも薬害があり一部は株絶して減牧した〈第5
表).なほ，壌土において完全落水して CIPC700 g撒布は薬害が多く，株絶の割合が多く見られ
た 雑草防除ならびに薬害辻湛水ど落水でちがい， 例えば帯江間場試験のよう仁落水が不十分で
潜水のままでの撒布はその分量が反当440，550， 730 gのいづれもほとんど薬害がなく， 同時に雑
草防除効果が低かった〈第4表).また，砂質壌土の場合足跡仁溜水のある場合(容水量の100
%)は1週間前より落水して土築水分が容水量の89.4%の場合に比べて雑草防除効巣の低下が
見られた〈第6表).
以上のように雑草防除およびイグサの薬害には撒布時期〈イグサの大きさ， 気温)，撒布分量，
雑草の種類および大きさ，土壊組成，特に落水の程度，図面の乾き具合が大きく影響する. よって
CIPCのイグサ田に対する撒布の分量は土質，イグサの生育，発生雑草の種類，その発生の多少，
雑草の大きさなどの条件を考慮して増減せねばならない， 特に雑草の発生の多い田では450-500g
の撒布が必要とも考えられるが， 一般に壌土および砂質壊土では300-450gの範聞を基準量と考
えてよい.っき仁撒布期間は3月上旬~下旬に比べて4月上旬は成績が不良であり，おそらく 3月
中旬が最適期なるも 3月一杯ならば大体差支えないと考えられる.
イグサ回雑草に対する CIPCの使用法
以上の著者らの試験成績から見て， CIPCのイグサ回の使用法は失のように行う方がよいと考えら
れる.それは除草剤 CIPCのイグサ仁対する使用法(岡山県立農業試験場， 1955)の指示と，おお
むね一致するが，著者らの考えを少し加筆してここに参考までに記述して見たい.CIPCの製品量を
反当 300-450g (岡山県指示は450g)を水110立〈土嬢処理として十分に田商に撒布する量
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で，噴霧器の性能仁よって薬液量はちがってもよいが， 本試験では全部110立とした〉 に加え，
撹梓して乳剤を作る. 本海IH土土壌処理剤として効果が高やので撒布は自動噴霧器でも差支えない
がイグサになるべく薬液の附着を少くするため， 撒布時聞は少し長くかかるが無庄の 2 ， 4~D 撒布器
の使用がよいように思われる. 要は田商仁均ーに撒布して発生防止効果をねちうことである. 撒布
時仁は CIPC薬液は絶えず撹枠して乳剤に横淡のないようにする. 撒布時期l土3月中旬が最適の
ようであるが， 3月上旬~下旬〈岡山県指示は3月上中旬〉 →杯で差支えないと考えられる， そ
れより早すぎると後lこ雑草が発生し， 遅れると雑草が大きくなり， また気温の上昇仁よって殺草力
が低下し， イグサに対する CIPCの薬害は大きくなり，それが刈取までlこ回復せず減牧となり易い
撒布は数日前から回水を落して溜7kがないように完全仁落7.1<する. しかし， 閏面が乾きすぎて亀裂
を生ずるよう仁なるとイグサの生育に容が大きし1から禁物である.また，撒布後すぐ't7kを注げば図面
仁吸牧した CIPC の濃度が淡くなって雑草防除の効果を低くするおそれがあるので 2~3 日はそのま
ま仁しておく方がよいと考えられ苔.反当450gは壊土では差支えないが，砂質壊土ではイグサを害し
たので撒布分量は費分低自にし， 300~400g が適当のよう仁考えられる.イボクサには適用されない
ようだが，マツバイ， ミゾハコベ， ミヅハコベ， スズメノテツポウ，カズノコグサ，アブノメ， オオアブノ
メ，イヌタデらイグサ回の雑草の大部分を防除する.
以上， CIPCの分量，撒布時期， 落7kの程度を守れば，イグサの牧量は慣行除草に劣らな1.，.'成
韻が期待でき， 多年苦しんだ厄介な手取除草が新除草剤 CIPC仁よって省けることは水田雑草に
対する 2，4-Dと同様にすで仁農家において体験せられつつある現吠なので朗報として喜びたい.
嫡 要
(1) CIPC 反当400~800g (製品量〉をイグサ植付けの1ヶ月前に撒布した場合，イグサの
活着，生育が不良であった.
(2)コγクリー ト程において3月下旬に落水して CIPC反当300，500， 700 gを水110立
に溶かした乳剤の撒布はイグサ悶雑草防除効果は大きし 一方，イグサは300gは無害， 500 gは
少害， 700 gは客が多く，一部¥i株絶が出来た.
(3)沖積壌土の圃場において3月中・下旬に十分落水して撒布した場合， 雑草発生は500g 
ぐ300gく手取除草く無除草であり，一方，イグサは300gは無害， 500 gが若干薬害があり， 1投
量は300g:>手取除草>500g:>無除草，または300g =500 g =手取除草〉無除草であった.
しかし， 落7.k不十分の場合の 440~730g の撒布は雑草防除が少なし またイグサの薬害も少なか
った.
(4)沖積砂質壌土において3月下旬lこ完全に落水して CIPC300~450 gの撒布は無撒布に
比べて雑草発生が有意差をもって減少し， 300 g t土手取除草と同牧， 450 gも減少の傾向があって
も有意差はないか，しかし 6COg (j有意差をもって減敬した また，足跡仁溜71<.のある妖態での
300~600 g撒布は成績がよくなかった.また， 4月上旬の撒布では300gは除草効果が低く 450
g， 600 g区は除草効果があるが牧量は有意の減牧が見られた.
(5)以上によって CIPCをイグサ生育中の3月上旬~下旬に回水を落し， CIPC反当300
~450g を 110立の水仁よく撹搾して乳剤として均一に撒布し，そのまま 2 ， 3日おいてから濯水す
れば手取除草に比べて劣らない雑草防除ならびに牧量がえられるので，その実用化が期待できる.
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第 1図 CIPCのイグサ生育中撒布試験〈コンクリート権) (1954-5) 
上…反当 CIPC300g， 中・・・反当 CIPC5∞g. 下…無撤布
(12月15日楠付， 3月29日CIPC撒布， 5月24日撮影〉
?????
電
ミ
第 2図 CIPCのイグサ生育中撒布試験〈園場) (1954-5) 
上..反当 CIPC300g 中…反当 CIPC5∞g 下・・無撒布手取除草
(12月31日横付. 3月31日 CIPC撒布， 5月30日撮影〉
第 3図 CIPCのイグサ生育中撒布試験く圃場〉 く1955-6)
上…反当 CIPC450g， 下・・・無撒布.
(12月中旬植付， 3月中旬 CIPC撒布， 4月26日撮影〕
第 4図 CIPCのイグサ生育中撒布試験く閣場) (1955-6) 
上…反当 CIPC450g， 下・・・無撒 布.
く12月中旬植付， 3月中旬 CIPC撒布， 5月下旬織影〉
